
  

ストーブ発電 
  

ｰ ビジネス開拓について – 
 

 

平成28年度ビジネス懇話会   

  
  
  

ＮＰＯ日本スターリング・エンジン普及協会  

  

株式会社ＪＳＥ   

  



本プレゼンの目的 

  

                      国産初のＳＥ商品 

     “ストーブ発電Momo”を突破口 
                        

     MOMOSEエンジンを用いたＳＥ商品開発 

 
  200年に及ぶ課題 

     “ＳＥビジネスの扉”を開きたい！！                



内容 

  

 １．ストーブ発電の開発経緯 

 ２．ストーブ発電について 

   ストーブ発電ＭｏｍｏとＪＰＥ型 

 ３．ビジネス開拓と課題 
 

 ４．(株)ＪＳＥの“ストーブ発電”への 

   取り組み 
 

 

 

 

 



朝日新聞(1月5日）とＮＨＫ放送予定(2月26日） 

朝日新聞中京版(28年1月5日夕刊） 



１．“ストーブ発電”開発経緯 

 ペレットストーブ発電  
ＮＥＤＯ補助金事業（2011） 

ペレット燃焼にはブロアが必
要で、ブロア駆動に発電電力
を消費することがマイナス 

薪ストーブ発電 
(株)ジェー・ピー・イ－＆百
瀬機械設計(株)・(株)KSK 
(2013～2014」 

ロケットストーブによる 
ストーブ発電Momo開発 
（2015.5～11；展示会出展） 



 

    ２．ストーブ発電について 
  (1) ストーブ発電Ｍｏｍｏ 

   ・出会い 

   ・ロケットストーブ発電 

  (2) もう一つの“ストーブ発電” 

   ・ＳＥ協会法人企業連携事業 

  (3) ＭＯＭＯＳＥエンジンの特徴 

    



(1) ロケットストーブと小型ＳＥの出会い 

百瀬豊さんのSEと山崎昌彦さんのストーブ 



“ストーブ発電Momo” 

 

 

高山市の展示会（平成27年10月） 



ロケットストーブ発電の構造 

焚口の1次燃焼は

不完全燃焼。未燃
ガスが多く残る。 

断熱が重要な働きをし
ている 

未燃ガスが2次燃焼して高速度で上昇 

2次燃焼ガスが 
流速3m/s 

で加熱部に衝突し
て伝熱を促進。発
電量が増大する。 



「ストーブ発電Momo」の仕様 

• 発電機定格出力 30V; 140W（冷却消  

   費電力:13W）   

   加熱ガス温度600℃において定格出力 

• 連続使用可能電力（100V)･･･正味127W（照 

    明、テレビ、携帯充電、冷蔵庫） 

・ 暖房・調理・・・・最大2,500kcal/h；   
            プレート温度260℃ 



ストーブ発電Ｍｏｍｏの特徴・使い方 

 

● 暖房より発電・調理を重視 

★ 燃料 割竹；割りばし；細い薪； 

  長時間連続使用：ＬＰＧ等のガス燃料 

● バッテリー充電を含み127W(100V,2A) の 

  連続運転 
 

（参考）・テレビ普通サイズ50W、携帯充電3台30W、 

   中型冷蔵庫80Wが目安 

 



(2) もう一つの“ストーブ発電ＪＰＥ型” 

１．開発：ＳＥ協会法人企業と上田市等の協力 

  (株)ジェー・ピーイー；百瀬機械設計(株)； 

  (株)ケーエスケー；カラマツストーブ普及ＬＬＰ 

２．薪ストーブ発電を実現 

★ 平成27年：「第1回一色尚次賞(奨励賞）」 

  受賞 

３．課題：ビジネスに向けたコスト低減 



ストーブ発電ＪＰＥ型の概要 

  

火力が強い薪ストーブ
にＳＥを搭載 

１．発電能力：30Ｖ；140W 

 （冷却消費電力 13W） 

２．暖房能力：約２５０ｍ２ 

   のホール；体育館等 

３．燃料： 太い薪（薪の 

  連続補給も可能） 

４．暖房重視のシステム 

 



(3) MOMOSEエンジンの特徴 

１．発電出力が２００W以下であるが故に、 

    ストーブ発電が実現！ 

  ＜留意点＞１ｋWのＳＥを取付けたストーブは 

   熱くなり過ぎて暖房器具とはならない。  

２．誰でも簡単に操作できる。 

３．エンジンとしては非常に安全 

４．廃熱回収発電に適する。（但し要コストダウン） 

  大量使用市場としての魅力大！ 

５．部品点数が12点・・・・コスト低減容易； 

 



  

 （１）ストーブ発電の市場ニーズ 

解決を迫られている厳しい課題を持つ 

  地域・・・当初の目標は長野・岐阜 

① 長野県：松くい虫燻蒸後の松伐材・ 

  果樹剪定枝・カラマツ間伐材等処理 

② 豪雪による孤立危険地域・・・停電や 

  無暖房被害 

③ 竹林増殖による被害地域・・・竹の処理 

 
３．ビジネス開拓と課題 

 



（２） 市場開拓パートナー 
  

 ① 自治体やＮＰＯ団体との連携 

 ② リース・レンタル企業 

 ③ 廃棄物処理＆環境エネルギー関連企業 

 ④ 野外レジャー関連企業 

   キャンプ地やゴルフ場経営企業・団体 

  



 

４．(株)ＪＳＥのストーブ発電 

への取り組み         

              

     

            内  容  
      （１） (株)ＪＳＥとは 

        （２） (株)ＪＳＥの事業(定款） 

          （３） 当面の事業の進め方 

          （４） “ストーブ発電”の販売戦略 

            ・販売モデル 

            ・販売価格・製造コスト  

 



（１）(株)ＪＳＥとは 

  

  将来ＳＥ協会を支えることを狙って設立 

      ・そのモデルは交通公社 

 
公益財団法人 
日本交通公社 

株式会社ＪＴＢ 
 旅行業務 

ＮＰＯ日本ＳＥ普及協会 株式会社ＪＳＥ 



  

 ・知的財産の管理業務 
 ・特許権の一般実施権の授与 
 ・焼却処理装置及び電源装置等の環境機器の開発、 

  設計、製造、販売、コンサルティング 
 ・情報システムの開発、計画及び管理運営に関する業務 
 ・不動産の売買、仲介、賃貸及び管理業... 
 ・労働者派遣事業法に基づく一般労働者派遣業 
 ・経営管理の指導、システムの開発 
 ・経営コンサルティング 
 ・上記各号に付帯する一切の事業 

 

(２) 株式会社ＪＳＥの事業 



（３）当面の事業の進め方 

   

   
 
 
 
 

 
  

・知財所有者と利用者(メｰカｰ） 
 の橋渡し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知財・技術移転 

・社会的背景・市場ニーズ 
 調査・把握 
・市場ニーズの発掘 
・商品企画 
  ターゲットの客層 
  商品の機能 
  商品価格 

販 売 戦 略 の 構 築 

知財所有者  
 

  ・特許 
 ・ノウハウ  

  

 活用知財利用者  
  

・特許使用条件 
・ノウハウ等 
 技術 

契ｋ 
 契約交渉 
立会・調整等 



（４）ＪＳＥの“ストーブ発電”の販売戦略 

 

市場ニーズ 
市場ニーズ 

  

解決を迫られている厳しい課題を持つ 
  地域・・・当初の目標は長野・岐阜 
１．長野県：松くい虫燻蒸後の松伐材・ 
  果樹剪定枝・カラマツ間伐材等処理 
２．豪雪による孤立危険地域・・・停電や 
  無暖房被害 
３．竹林増殖による被害地域・・・竹の処理 



市場開拓パートナー 
  

 １．自治体やＮＰＯ団体との連携 

  国が進める“バイオマス産業都市”とリンク 

 ２．リース・レンタル企業 

 ３．廃棄物処理＆環境エネルギー関連企業 

 ４．野外レジャー関連企業 

   キャンプ地やゴルフ場経営企業・団体 

  



販売製品:ストーブ発電 

ストーブ発電Momo 薪ストーブ発電ＪＰＥ型 



   

販売モデル案１（リース・レンタル） 

ＳＥ協会 

メンテナンス会社 

リース 
・ 

レンタ
ル 
企業 

顧 客 



  

販売モデル案２(直接販売） 

(株) 
ＪＳＥ 

百瀬機械設計 
(株) グループ 

メーカー 

ストーブ発電 
メーカー 

(株)Ｊ・Ｐ・Ｅ 
(株)ＫＳＫ 

顧 客 

自治体 

リース会社 

商  社 

産業廃棄物業者 

ホームセンター 

ＳＥ協会 

メンテナンス会社 ストーブメーカー 



 
販売価格と販売目標価格 

 
    

当初価格 
(円/台） 

初期目標価格 希望価格 

１．ストーブ発電Ｍｏｍｏ販売価格 950,000 670,000円 300,000円 

  ・エンジンＲ型（含発電機） 750,000 525,000円 237,000円 

  ・冷却器 30,000 21,000円 9,500円 

  ・ロケットストーブ  100,000 70,000円 31,600円 

  ・コントローラー 70,000 54,000円 21,900円 

  
  

 ２．ストーブ発電ＪＰＥ型販売価格 1,280,000円 966,000円 480,000円 

  ・エンジンＪ型（含発電機） 830,000円 581,000円 311,100円 

  ・冷却器 30,000円 21,000円 9,500円 

  ・薪ストーブ  350,000円 245,000円 154,500円 

  ・コントローラー 70,000円 49,000円 49,000円 

（注）希望価格：市場の希望価格の意味。 



ご議論頂きたい課題 

 

 

 １．当面の顧客！ 

  市場ニーズの発掘 

  まずは入り口は何か？ 
  

２．販売価格 

  ストーブ発電Momo  

  ストーブ発電JPE型 
  

  

 
 

長野県の地域課題：松くい 
 虫；果樹剪定枝；カラマツ 
 間伐材；竹林 
高山市の課題：豪雪災害； 
 竹林；間伐材 

市場が受け入れる販売価
格？前図の目標価格を参
考にご意見を！ 

販売協力者を募っています！ 


